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第１回 6/17  2h 
 講座の学習、活動内容の理解、事前提示課題の提示、 
 練習用素材（詩）の理解、Power  Point（プレゼン
テーションソフト）等の理解、 「写真の今」概説 
夏休み    ＜練習作品の制作＞ 
第２回 9/16  2h 
 練習作品発表、相互評価 
第３回 9/30  2h 
 生徒過去作品鑑賞、 作品制作の進め方、考え方の理
解（参考作品に基づき） 
第４回 10/21  3h   
 校内撮影、発表会 
第５回 11/25  4h   
 指導者作成資料による学習、関連作品鑑賞、 本制作
進行状況確認 
<校外活動> 12/15   
 現像体験 （東京都写真美術館） 
冬休み       ＜本作品のための撮影等＞ 
第６回 1/20  4h 
 作品発表（演示） 
  画像、詩テキストデータ提出 
 授業評価のためのアンケート調査 
－ 78 －


































指導者 関口(国語科) 土井(美術科) 
１．題材名「言葉と映像の世界」第5次  
美術的要素の学習・関連作品鑑賞 
２．日時   11 月 25 日 1～4 時間目 
















































































































 ①興味・関心があるから  7 
 ②得意分野だから  2 
 ③不得意分野だから  0         
④担当教師  0 
 ⑤友人が選択するから  2        
⑥その他 ＜具体的理由を記入＞  0 
【質問 2】上の質問に関して、どの要素に関してそ
う考えましたか。（複数回答可） 
  ①美術的要素  5                       
②国語的要素  3 




 ①高まった  9             
②あまり変わらない  0 
 ③低下した  0 
【質問 4】学習、制作の中心は何でしたか。（複数
回答可） 
  ①美術的要素（図像処理、構成等）  5  
②国語的要素（詩作、解釈等） 1 
  ③デジタル機器の使用  6 
【質問 5】講座のどの内容が自身の制作の参考にな
りましたか。（複数回答可） 
 ①最初の課題（既存の詩に写真をつける）  5 
  ②過去の生徒作品鑑賞  4 
 ③校内撮影会  3 
 ④生徒作品の改善例  2 
 ⑤関連作品鑑賞  3 
【質問 6】教師から多くのことを学ぶことができま
したか。 
 ①通常の授業以上に  3 
②通常の授業と同程度に  6 





①とても参考になった  3  
②多少参考になった  5   
③どちらともいえない  0   
④あまり参考にならなかった  0    
⑤全く参考にならなかった  0 
（7-2） 文字の配置、書体による印象の変化 
①とても参考になった  6 
②多少参考になった  2   
③どちらともいえない  0   
④あまり参考にならなかった  0    
⑤全く参考にならなかった  0 
（7-3）  スライド同士の関連性、作品全体の統一
感、リズムなど 
①とても参考になった  5  
②多少参考になった  3   
③どちらともいえない  0   
④あまり参考にならなかった  0    
⑤全く参考にならなかった   0     
（7-4）  画面切り替えやアニメーション機能によ
る印象の変化 
①とても参考になった  2  
②多少参考になった  4   
③どちらともいえない  2   
④あまり参考にならなかった  0    
























4 本実践・研究の今後の展開  
本実践は本校SSHの取り組みの一部とかかわりなが
ら、美術科が国語科教員と共同で進めている中３総合
学習「テーマ学習」の講座の一部でもある。将来的に
は中学校美術科や高等学校芸術科・美術、さらには、
高等学校課題研究においても生かすことができると考
えている。 
いずれの枠組みにおいても、最終的な作品「成果物
の明確な設定」が学習の達成には効果的であり、かつ
必要だと考えている。 
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